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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第43期

第２四半期連結
累計期間

第44期
第２四半期連結
累計期間

第43期
第２四半期連結
会計期間

第44期
第２四半期連結
会計期間

第43期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 3,595,7843,944,7121,906,5052,275,8177,777,079

経常損益（千円） △166,418△119,860△56,398 38,312△271,617

四半期（当期）純損益（千円） △238,530△154,565△75,704 40,926△403,522

純資産額（千円） － － 7,249,5986,847,7337,069,541

総資産額（千円） － － 10,725,04810,705,27710,769,993

１株当たり純資産額（円） － － 391.96 370.09 382.00

１株当たり四半期（当期）純損益

金額（円）
△13.06 △8.47 △4.15 2.24 △22.10

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 66.7 63.1 64.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
198,184 164,934 － － 67,041

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△116,563△89,923 － － △119,781

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△6,216 171,918 － － △15,835

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 845,226 944,722 698,661

従業員数（人） － － 406 449 436

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ。）は含んでおりません。

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　　　　４．単位未満を四捨五入で表示しております。２頁以降も特に注書が無い場合、同様であります。ただし、合計金額は

必ずしも一致しません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 449 (64)

　（注）従業員数は就業人員（当社グループ外からの出向者を含む）であり、臨時雇用者数（契約社員）は（　）内に外数

で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人） 241 (9)

　（注）従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（契約社員）は（　）内に外数で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　
前年同四半期比（％）　

　

切削機具事業（千円） 128,855 －

特殊工事事業（千円） － －

建設・生活関連品事業（千円） － －

工場設備関連事業（千円） 119,222 －

介護事業（千円） － －

ＩＴ関連事業（千円） 71,787 －

合計（千円） 319,864 －

　（注）１．上記金額は製造原価によっており、セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品・製品仕入実績

　当第２四半期連結会計期間の商品・製品仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　
前年同四半期比（％）

　

切削機具事業（千円） 371,968 －

特殊工事事業（千円） － －

建設・生活関連品事業（千円） 603,290 －

工場設備関連事業（千円） 3,681 －

介護事業（千円） － －

ＩＴ関連事業（千円） － －

合計（千円） 978,938 －

　（注）１．上記金額は仕入価格によっており、セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　当社グループは製品については、見込生産を中心に行っているため、また、特殊工事事業につきましても、施工工事

は工期が短く１件当たりの受注金額が僅少であるため、受注高の総合的な把握は行っておりませんので、記載を省

略しております。
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(4）販売実績

　当第２四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

　
前年同四半期比（％）

　

切削機具事業（千円） 827,086 －

特殊工事事業（千円） 393,090 －

建設・生活関連品事業（千円） 731,941 －

工場設備関連事業（千円） 138,033 －

介護事業（千円） 101,044 －

ＩＴ関連事業（千円） 84,622 －

合計（千円） 2,275,817 －

　（注）１．上記金額は外部顧客に対する売上高であり、セグメント間の内部売上高は含まれておりません。

　　　　２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

 　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

　　当第２四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、政府によるエコポイント制度、エコカー減税などの経済対策

を背景に企業業績に回復の兆しが見え最悪期を脱しつつありましたが、急激な円高による輸出不安や株式市場の低

迷による金融リスクなど急速に先行き不安懸念が広がり景気回復は不安定に推移しました。

　　土木建設業界においては一般公共工事需要が細る中、学校や橋梁を中心に耐震補強工事需要は増加しました。一方

で民間の建設設備投資需要は回復の兆しが見えず、新規の建設着工件数は低水準に推移し、厳しい受注競争が続き

ました。

　  このような環境のもとで、当社グループでは耐震補強分野において、グループ企業のシナジー効果を促進し一層の

コストダウンと市場競争力を高め、マンホール消散弁や乾式コアドリル等の独自開発製品による技術効果の有益性

を徹底ＰＲし、耐震補強工事の受注獲得に全力をあげ、売上増進をはかりました。また、電算ソフト開発事業や高齢

者介護事業分野では前期に新設した事業拠点の地域に密着した営業で着実な進展を推進し、売上が増加しました。

エコポイント制度の効果が見られた家電品や住宅関連商品売上はやや伸びたものの、民間設備投資の抑制で、建設

設備関連や工場設備関連の伸びは鈍化しました。一方では、販売費及び一般管理費の圧縮に全社的に取り組み、営業

費用の圧縮に努めてまいりました。

　　その結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は22億76百万円（前年同四半期比19.4％増）となりました。利益面

におきましては、売上高の回復により、営業利益は31百万円（前年同四半期は66百万円の営業損失）、経常利益は38

百万円（前年同四半期は56百万円の経常損失）となりました。また四半期純利益は、投資有価証券売却益14百万円、

法人税等合計９百万円を計上したことにより、41百万円（前年同四半期は76百万円の四半期純損失）となりまし

た。

　　セグメントの業績は次のとおりであります。

　（切削機具事業）

　　マンホール耐震化工事システムおよび消散弁の受注が順調に伸び、乾式コアドリル用ダイヤモンドビット等の消耗

品販売も増加し、売上高は８億27百万円、営業利益は83百万円となりました。

　（特殊工事事業）

　　一般建設工事は低水準に推移しましたが、学校、橋梁等の公共設備の耐震工事が増加し、第１四半期の遅れをカバー

し、売上高は３億93百万円、営業利益は61百万円となりました。　

　（建設・生活関連品事業）

　　耐震工事需要が広がり、機械工具・建設資材消耗品は増加しましたが、住宅関連等の一般消費財は低迷し売上高は

７億32百万円、営業利益は12百万円となりました。

　（工場設備関連事業）　

　　民間設備投資の抑制が続き厳しい環境の中、自動制御盤、配電盤等の受注も前年並みに確保し、売上高は１億38百万

円となりましたが、売上総利益率の低下により、営業損失は８百万円となりました。　

　（介護事業）

　　昨秋に開設した高齢者専用賃貸住宅の認知度が増し、入居率が上がってきたことなどで、売上高は１億１百万円と

なりましたが、人件費の増加に伴い営業損失は21百万円となりました。

　（ＩＴ関連事業）　

　　東京事務所との営業連携強化を推進した結果、売上高は85百万円となりましたが、営業費用の増加により営業損失

は16百万円となりました。

EDINET提出書類

株式会社コンセック(E01686)

四半期報告書

 6/28



（２）キャッシュ・フローの状況

　　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、資金という。）は、第１四半期連結会計期間末に

比べ２億37百万円増加し、９億45百万円となりました。当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フロー

の概況は以下のとおりであります。

 

　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　営業活動の結果、当第２四半期連結会計期間に獲得した資金は95百万円（前年同四半期は55百万円の獲得）とな

りました。これは、税金等調整前第２四半期（会計期間）純利益52百万円、たな卸資産の減少額48百万円、仕入債

務の増加額１億45百万円、減価償却費37百万円など収入が売上高の回復による売上債権の増加額２億39百万円な

ど支出を上回ったためであります。

　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　投資活動の結果、当第２四半期連結会計期間に使用した資金は65百万円（前年同四半期は99百万円の使用）とな

りました。有価証券・投資有価証券の売却による収入85百万円の一方で、有価証券・投資有価証券の取得による

支出98百万円、定期預金の預入れによる支出50百万円などに使用したことが主な要因であります。

　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　財務活動の結果、当第２四半期連結会計期間に獲得した資金は２億６百万円（前年同四半期は22百万円の獲得）

となりました。これは長期借入れによる収入３億50百万円の一方で、短期・長期借入金の返済による支出１億42

百万円等に使用したことが主な要因であります。

　

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動

　　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は15百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 28,600,000

計 28,600,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 18,640,112 18,640,112
大阪証券取引所

（ＪＡＳＤＡＱ市場）　

単元株式数

1,000株　

計 18,640,112 18,640,112 － －

（注）大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）は、平成22年10月12日付で同取引所ヘラクレス市場及びＮＥＯ市場ととも

に、新たに開設された同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、同日以降の上場金融商品取引所は大阪証券取引所Ｊ

ＡＳＤＡＱ（スタンダード）であります。

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年７月１日～

平成22年９月30日
－ 18,640,112 － 4,090,270 － 2,551,970
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（６）【大株主の状況】

 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日本鉱泉株式会社 広島市安佐南区緑井６丁目24番22号 2,692 14.44

佐々木　秀隆 広島市安佐南区 1,774 9.52

コンセック従業員持株会 広島市西区商工センター四丁目６番８号 828 4.45

株式会社もみじ銀行 広島市中区胡町１番24号 583 3.13

株式会社損害保険ジャパン 東京都新宿区西新宿１丁目26番１号 434 2.33

株式会社コンセック 広島市西区商工センター四丁目６番８号 384 2.06

岡田　純子 広島市佐伯区 327 1.76

吉田　五郎 神奈川県藤沢市　 325 1.74

株式会社ゲイビ 広島市中区千田町１丁目５番18号 320 1.72

朝日生命保険相互会社

（常任代理人　資産管理サー

ビス信託銀行株式会社）　

東京都中央区晴海１丁目８番12号晴海アイ

ランドトリトンスクエアオフィスタワーＺ

棟

314 1.68

計 － 7,982 42.82

　（注）１．株式会社コンセックの所有株式384千株は、議決権を有しておりません。

２．所有株式数（千株）については、単位未満を切り捨てております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    384,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 18,104,000 18,089 －

単元未満株式 普通株式    152,112 －
１単元（1,000株）未

満の株式

発行済株式総数 　　　　 18,640,112 － －

総株主の議決権 － 18,089 －

　（注）　上記「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が15,000株含まれております。なお、

「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数15個が含まれておりません。

②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社コンセック
広島市西区商工セン

ター四丁目６番８号
384,000 － 384,000 2.06

計 － 384,000 － 384,000 2.06

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 98 97 100 99 117 120

最低（円） 91 90 88 92 100 101

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものであります。

　　　　　なお、大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）は、同取引所ヘラクレス市場及びＮＥＯ市場とともに、新たに開設され

た同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、平成22年10月12日付で大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダー

ド）に上場となっております。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平

成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について有限責任監査

法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,094,412 779,570

受取手形及び売掛金 2,112,822 2,333,742

有価証券 95,722 99,337

商品及び製品 864,374 898,738

仕掛品 36,268 39,690

原材料及び貯蔵品 170,765 155,165

その他 115,206 136,148

貸倒引当金 △4,186 △3,757

流動資産合計 4,485,383 4,438,634

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 3,928,994 3,928,314

減価償却累計額 △2,315,204 △2,278,340

建物及び構築物（純額） 1,613,791 1,649,974

土地 3,790,925 3,790,925

その他 1,042,482 1,036,990

減価償却累計額 △920,746 △897,466

その他（純額） 121,735 139,524

有形固定資産合計 5,526,451 5,580,422

無形固定資産

のれん 24,536 28,268

その他 77,538 86,153

無形固定資産合計 102,075 114,421

投資その他の資産

投資有価証券 316,756 360,071

その他 350,724 362,614

貸倒引当金 △76,112 △86,169

投資その他の資産合計 591,369 636,516

固定資産合計 6,219,894 6,331,359

資産合計 10,705,277 10,769,993
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,365,744 1,434,902

短期借入金 1,236,213 1,265,350

未払法人税等 31,031 43,524

賞与引当金 78,281 64,354

完成工事補償引当金 310 279

その他 174,316 159,108

流動負債合計 2,885,896 2,967,517

固定負債

長期借入金 574,989 371,491

退職給付引当金 291,582 269,367

役員退職慰労引当金 59,624 51,759

その他 45,454 40,318

固定負債合計 971,648 732,935

負債合計 3,857,544 3,700,452

純資産の部

株主資本

資本金 4,090,270 4,090,270

資本剰余金 3,013,064 3,423,064

利益剰余金 △153,521 △408,956

自己株式 △54,691 △54,443

株主資本合計 6,895,121 7,049,934

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △126,445 △67,621

為替換算調整勘定 △12,481 △7,751

評価・換算差額等合計 △138,926 △75,372

少数株主持分 91,537 94,979

純資産合計 6,847,733 7,069,541

負債純資産合計 10,705,277 10,769,993
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 3,595,784 3,944,712

売上原価 2,824,611 3,071,437

売上総利益 771,174 873,275

販売費及び一般管理費 ※
 987,706

※
 1,000,469

営業損失（△） △216,532 △127,193

営業外収益

受取利息 1,415 1,352

受取配当金 3,974 4,593

有価証券運用益 29,373 －

為替差益 1,885 －

受取手数料 5,565 4,438

受取家賃 8,167 8,547

その他 10,316 12,035

営業外収益合計 60,696 30,965

営業外費用

支払利息 8,959 8,652

有価証券運用損 － 9,907

その他 1,622 5,073

営業外費用合計 10,581 23,632

経常損失（△） △166,418 △119,860

特別利益

固定資産売却益 0 3

投資有価証券売却益 － 18,065

負ののれん発生益 － 5,185

特別利益合計 0 23,253

特別損失

固定資産除却損 6,911 123

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 510

特別損失合計 6,911 633

税金等調整前四半期純損失（△） △173,329 △97,240

法人税、住民税及び事業税 19,498 21,999

法人税等調整額 45,002 28,237

法人税等合計 64,500 50,236

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △147,477

少数株主利益 701 7,088

四半期純損失（△） △238,530 △154,565
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 1,906,505 2,275,817

売上原価 1,481,756 1,746,673

売上総利益 424,749 529,144

販売費及び一般管理費 ※
 490,923

※
 498,120

営業利益又は営業損失（△） △66,175 31,024

営業外収益

受取利息 399 808

受取配当金 630 1,495

有価証券運用益 1,619 1,649

為替差益 1,041 －

受取手数料 3,588 2,166

受取家賃 4,050 4,156

その他 3,349 5,687

営業外収益合計 14,677 15,961

営業外費用

支払利息 4,370 4,889

為替差損 － 3,458

その他 530 325

営業外費用合計 4,900 8,673

経常利益又は経常損失（△） △56,398 38,312

特別利益

投資有価証券売却益 － 13,928

特別利益合計 － 13,928

特別損失

固定資産除却損 6,862 6

特別損失合計 6,862 6

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△63,260 52,235

法人税、住民税及び事業税 6,891 6,154

法人税等調整額 5,042 3,224

法人税等合計 11,934 9,378

少数株主損益調整前四半期純利益 － 42,857

少数株主利益 511 1,931

四半期純利益又は四半期純損失（△） △75,704 40,926
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △173,329 △97,240

減価償却費 78,776 75,016

のれん償却額 5,277 3,731

負ののれん発生益 － △5,185

貸倒引当金の増減額（△は減少） 13,857 △8,984

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,116 13,970

受取利息及び受取配当金 △6,101 △6,739

支払利息 8,959 8,652

有価証券売却損益（△は益） △14,517 △837

有価証券評価損益（△は益） △14,144 11,538

有形固定資産売却損益（△は益） △0 △3

投資有価証券売却損益（△は益） － △18,065

投資有価証券評価損益（△は益） △1,006 1,970

売上債権の増減額（△は増加） 508,530 216,506

たな卸資産の増減額（△は増加） 48,391 17,675

仕入債務の増減額（△は減少） △212,174 △63,800

その他 △23,430 53,619

小計 223,205 201,823

利息及び配当金の受取額 6,070 6,615

利息の支払額 △8,853 △8,992

法人税等の支払額 △22,238 △34,512

営業活動によるキャッシュ・フロー 198,184 164,934

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △47,460 △73,708

定期預金の払戻による収入 3,600 3,700

有価証券の取得による支出 △105,235 △33,052

有価証券の売却による収入 136,521 26,333

有形固定資産の取得による支出 △40,294 △9,914

有形固定資産の売却による収入 1 3

無形固定資産の取得による支出 △53,989 △1,980

投資有価証券の取得による支出 △7,697 △76,980

投資有価証券の売却による収入 － 77,174

子会社株式の取得による支出 △2,000 △1,500

その他 △11 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △116,563 △89,923

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △864 △68,334

長期借入れによる収入 100,000 365,000

長期借入金の返済による支出 △104,753 △122,305

自己株式の取得による支出 △218 △248

リース債務の返済による支出 － △834

少数株主への配当金の支払額 △380 △1,361

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,216 171,918

現金及び現金同等物に係る換算差額 3,250 △868

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 78,655 246,061

現金及び現金同等物の期首残高 766,571 698,661

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 845,226

※
 944,722
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

会計処理基準に関する事項の変更 （１）資産除去債務に関する会計基準の適用　

　　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企

業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31

日）を適用しております。

　　これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であり

ます。

（２）企業結合に関する会計基準等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会

計基準第21号　平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会

計基準」の一部改正」（企業会計基準第23号　平成20年12月26日）、「事

業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成20年12月26

日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号　平成20年12月

26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する

適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）を適用

しております。

　

　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

（四半期連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

【簡便な会計処理】

　　　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の

とおりであります。

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の

とおりであります。

給料手当 373,124千円

賞与引当金繰入額 41,686

退職給付費用 44,789

役員退職慰労引当金繰入額 6,385

貸倒引当金繰入額 19,636

給料手当 370,028千円

賞与引当金繰入額 44,081

退職給付費用 49,589

役員退職慰労引当金繰入額 7,865

貸倒引当金繰入額 9,122

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の

とおりであります。

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の

とおりであります。

給料手当 184,351千円

賞与引当金繰入額 20,162

退職給付費用 22,394

役員退職慰労引当金繰入額 3,273

貸倒引当金繰入額 15,736

給料手当 181,887千円

賞与引当金繰入額 21,462

退職給付費用 24,749

役員退職慰労引当金繰入額 3,736

貸倒引当金繰入額 4,793

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

※現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在） （平成22年９月30日現在）

現金及び預金勘定 973,154千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △127,928

現金及び現金同等物 845,226

　

現金及び預金勘定 1,094,412千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △149,690

現金及び現金同等物 944,722

　

　

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　　18,640,112株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　   384,510株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

 
切削機具事
業（千円）

特殊工事事
業（千円）

建設・生活
関連品事業
（千円）

工場設備関
連事業
（千円）

その他の事
業（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上

高
662,516326,994637,043125,623154,3291,906,505 － 1,906,505

(2)セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － 9,956 765 150 10,871△10,871 －

計 662,516326,994646,999126,387154,4791,917,375△10,8711,906,505

営業利益又は営業損失

(△)
19,63118,742△9,690△2,210△6,240 20,233△86,408△66,175

　

前第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

 
切削機具事
業（千円）

特殊工事事
業（千円）

建設・生活
関連品事業
（千円）

工場設備関
連事業
（千円）

その他の事
業（千円）

計
（千円）

消去又は全
社（千円）

連結
（千円）

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上

高
1,156,422582,3061,257,155284,720315,1823,595,784 － 3,595,784

(2)セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － 14,604 2,463 300 17,367△17,367 －

計 1,156,422582,3061,271,759287,182315,4823,613,151△17,3673,595,784

営業利益又は営業損失

(△)
△43,07932,057△18,891 361 △17,100△46,653△169,879△216,532

　（注）１．事業は製品の系列及び市場の類似性を勘案して区分しております。

２．各区分に属する主要な製品

事業区分 主要製品

切削機具事業 コアードリル、ウォールカッター、ダイヤモンドコアービット、自動送り装置等

特殊工事事業 アンカー工事、ダイヤ穿孔・切断工事、ワイヤーソー工事等

建設・生活関連品事業 コンクリートアンカー類、コンプレッサー、グラインダー、物置、カーポート等

工場設備関連事業 自動制御盤、配電盤、製缶、精密板金加工等

その他の事業 介護サービス、ソフトウェア成果物等

３．前連結会計年度において、事業の種類別セグメントを変更したため第１四半期連結累計期間より「工場設備

関連事業」を「その他の事業」から独立掲記しております。なお、前第２四半期連結累計期間における「その

他の事業」に含まれる「工場設備関連事業」のセグメント情報は次のとおりであります。

　　　売上高（１）外部顧客に対する売上高　　　　　　　　　287,884千円

　　　　　　（２）セグメント間の内部売上高又は振替高　　　  9,918

　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　297,802

　　　営業利益　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,352
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

前第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもので

あります。

　当社は、本社に製品・サービス別の事業部を置き、各事業部は取り扱う製品・サービスについて包括的な戦

略を立案し、事業活動を展開しております。海外子会社は当社事業部に附随して事業活動を行っております。

　国内子会社は、それぞれ独立した事業を行っており、当社取締役が、各子会社の取締役を兼務して取り扱う

製品・サービスについて戦略を立案し、事業活動を行っております。

　したがって、当社グループは、事業部及び国内子会社の事業を基礎とした製品・サービス別のセグメントか

ら構成されており、「切削機具事業」　、「特殊工事事業」、「建設・生活関連品事業」、「工場設備関連事

業」、「介護事業」及び「ＩＴ関連事業」の６つを報告セグメントとしております。

　なお、各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類は以下のとおりであります。　

報告セグメント 主要製品及びサービス

切削機具事業
コアードリル、ウォールカッター、ダイヤモンドコアー

ビット、自動送り装置等の製造販売

特殊工事事業
アンカー工事、ダイヤ穿孔・切断工事、ワイヤーソー工

事等の特殊工事

建設・生活関連品事業
コンクリートアンカー類、コンプレッサー、グライン

ダー、物置、カーポート等の仕入販売

工場設備関連事業
自動制御盤・配電盤・製缶・精密板金加工等の製造販

売

介護事業
デイサービス、ケアプランサービス、介護付有料老人

ホーム、高齢者専用賃貸住宅

ＩＴ関連事業 ソフトウェア成果物、人材派遣
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２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　　当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）　　　　　　　（単位：千円）

　

　

報　告　セ　グ　メ　ン　ト

切削機具事業

　　
特殊工事事業

建設・生活

関連品事業

工場設備

関連事業
介護事業 ＩＴ関連事業 合　計

　売上高 　 　 　 　 　 　 　

　　外部顧客への売上高 　1,380,169　591,684　1,315,943　278,935　199,668178,3123,944,712

　　セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － 　10,510 　5,242 　－ 300 16,052

計 　1,380,169　591,684　1,326,453　284,177　199,668　178,6123,960,763

セグメント利益

又は損失（△）　
64,120 45,453△5,865 　2,339△46,388　△22,493 37,166

　

　当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）　　　　　　　　（単位：千円）

　

　

報　告　セ　グ　メ　ン　ト

切削機具事業

　　
特殊工事事業

建設・生活

関連品事業

工場設備

関連事業
介護事業 ＩＴ関連事業 合　計

　売上高 　 　 　 　 　 　 　

　　外部顧客への売上高 　827,086　393,090　731,941　138,033　101,04484,6222,275,817

　　セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － 　6,782 　2,432 　－ 150 9,363

計 　827,086　393,090　738,722　140,465　101,044　84,7722,285,180

セグメント利益

又は損失（△）　
83,004 60,667 12,043　△7,967△21,134　△15,536111,078
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３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　当第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）　　　　　　　（単位：千円）

利　益 金　額

　報告セグメント計 37,166

　セグメント間取引消去 1,792

　全社費用（注）　 △166,152

　四半期連結損益計算書の営業損失（△） △127,193

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

　　当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）　　　　　　　（単位：千円）

利　益 金　額

　報告セグメント計 111,078

　セグメント間取引消去 149

　全社費用（注）　 △80,204

　四半期連結損益計算書の営業利益 31,024

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　当第２四半期連結会計期間（自平成22年７月１日　至平成22年９月30日）　

　　該当事項はありません。

　

（追加情報）

　　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第20号　平成20年３月21日）を適用しております。
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（ストック・オプション等関係）

　　　　該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成22年９月30日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 370.09円 １株当たり純資産額 382.00円

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 13.06円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 8.47円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純損失（千円） 238,530 154,565

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 238,530 154,565

期中平均株式数（千株） 18,259 18,257

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 4.15円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 2.24円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △75,704 40,926

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△75,704 40,926

期中平均株式数（千株） 18,258 18,256

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

株式会社コンセック(E01686)

四半期報告書

26/28



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月６日

株式会社コンセック

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 近藤　敏博　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 家元　清文　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コン

セックの平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２１年７月

１日から平成２１年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２１年４月１日から平成２１年９月３０日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独

立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コンセック及び連結子会社の平成２１年９月３０日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

        ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年11月10日

株式会社コンセック

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 近藤　敏博　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 家元　清文　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社コン

セックの平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２２年７月

１日から平成２２年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２２年４月１日から平成２２年９月３０日ま

で）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独

立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社コンセック及び連結子会社の平成２２年９月３０日現在の財政

状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

        ２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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